
生活科学研究科 食物栄養科学専攻 修士課程 

 

＜出題意図＞ 

生活科学研究科食物栄養科学専攻のアドミッション・ポリシーに基づき、食物栄養科学専攻

修士課程での研究活動に必要とされる、食と栄養に関わる専門的な知識や理論と、各分野へ

の高い関心を有しているかを問う出題である。 

 

＜解答のポイント＞ 

食物栄養科学コース 

英語 

食物・栄養・健康に関する英文について、語彙、文法、構文を正確に理解するとともに、専

門用語や科学的内容を適切に把握していることがポイントとなる。 

文章全体の論旨を踏まえ、専門的な内容を損なうことなく、正確かつ自然な日本語で表現し

ていることが求められる。 

 

研究分野の専門科目に関する小論文（基礎的知識を含む） 

「栄養学」、「食品学」、「調理学」の各分野について、大学院で研究を進めるために必要とな

る、専門分野における基礎的な知識や理論を正確に理解していることがポイントとなる。 

図表やデータが提示される問題では、数値や変化の特徴を正確に読み取り、客観的に説明し

ていることが求められる。 

また、提示された課題について、その背景や要因を科学的に考察し、専門的知識や根拠を適

切に用いながら、対応策や自らの考えを論理的に説明していることが重要となる。 

 

実践栄養管理学コース 

研究分野の専門科目に関する小論文（基礎的知識を含む） 

保健、医療、福祉等の領域での個人や集団に対する栄養管理に関する基礎的な知識を用いて、

対象者の身体状況、栄養状態、生活状況等に関する情報を適切に評価していることがポイン

トとなる。 

症例等が提示された場合には、身体計測値、検査値、食事摂取状況等から栄養上の課題を抽

出し、その根拠を示した上で、適切な栄養管理の方針を検討していることが求められる。 

さらに、必要な評価・検査項目、栄養介入、モニタリング等を関連付け、科学的根拠に基づ

いて具体的かつ論理的に説明していることが重要となる。 


